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　ヒトや類人猿（チンパンジーやオランウータンなど）は，ほ
かのサルにみられるような尾をもたないが，その理由は長く謎
であった．本年 2月号のNature 誌に，その答えを示す“On the 
genetic basis of tail‒loss evolution in humans and apes”と題す
る論文が掲載された（Xia B et al, Nature. 2024 Feb；626：1042‒
1048）．
　ニューヨーク大学の Bo Xia 博士らは，尾の発生に関する 140
の遺伝子をサーチし，ヒト科では尾の発生に関与するとされる
TBXT 遺伝子の特定の箇所に，Alu 配列と呼ばれる反復配列が
挿入されていることを見出した．この遺伝子変異によって，選
択的スプライシング（alternative splicing）が起き，エキソンが
一部欠落したTBXTがつくられることがわかった（exon 6 がス
キップされる）．Xia 博士らは，このTBXTの遺伝子変異が尾の
消失の原因であることを確かめるべく，同じエキソンを欠いた
変異型TBXT遺伝子をマウスに導入し，実際に尾の欠損・短縮
が起きることを証明した．これは相当時間と労力を要する実験
で，研究チームの惜しみない努力（しつこさ？）には脱帽する
しかない．さらに興味深いことに，エキソンが欠落した TBXT
を発現させたマウスでは，椎弓の正中での癒合が阻害され，神
経管閉鎖障害をきたすことがわかった．つまり，ヒト科の進化
のなかで起きたこの遺伝子変異が，尾が短くなることと，神経
管閉鎖障害の発生の両方に関与しているということである．Xia
博士の論文は趣深く締めくくられる―“We therefore speculate 
that the evolutionary trade‒off involving the loss of the tail―
made approximately 25 million years ago―may continue to 
influence human health today.”
　今月号の特集テーマは「脊椎・脊髄の発生と進化」である．
ヒトが進化の過程で得た形質は，私たちの身体の構造を特徴づ
けるだけでなく，現在も私たちを悩ますさまざまな疾患の原因
にもつながっている．より広い視野から脊椎・脊髄をみること
で，深い学びがあるに違いない．
 （筑田博隆）
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